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共創やイノベーションの駆動力として期待されている文理融合型や地球規模課題解決型

の教育や研究が表舞台に出るとき、その教育・研究方針の裏舞台で学修および研究を進め

る、あるいは次世代に教える学生にとって、教育や研究に対してどのような態度の変容が起

こりうるか。本発表は、分野横断的教育および地球規模課題の解決に資する研究と実践に取

り組む総合生存学館を事例に、発表者の経験や葛藤などを参照しながら上記の問いに応答

するものである。学際的な学部出身である発表者が得た総合生存学館での学修、研究、実

践の実例、ともに学ぶ学生らの実情を交え、学際と課題解決にまつわる 2 つの転回と問いか

けを提示する。 

第1の転回は、学際および課題解決志向の態度である。学生にとって学際および課題解決

の研究テーマの設定は、気候変動や難民、超高齢社会など抽象的なテーマや課題を始点とし、

視座の設定を吟味することで、はじめて専門をどのように駆使するか、どのように学際的に、

ないし課題解決に迫るかが検討される。本発表では、学際や課題解決を志向する学生を含

む研究者自身も課題解決の現場に関与することで、学問や課題に対する向き合い方に立ち

返って考える態度を考察する。そこで見えてくることは、現場に対する学際や専門の活用の

仕方に対する問い、つまり、課題が本当に研究者にとって切実なものであるならば、ただ知的

生産を興すことのみが現場や当事者たちにおいて学際および課題解決の態度としてふさわし

いか？という問いである。そうではなく、コミットメント（関与）とエンゲージメント（長い関わり）

の態度をもち、分野を超え課題を解決することの望ましさが期待される。 

第 2 の転回は、学際および課題解決それ自体が専門になりつつあるという動きである。本

来、学際的な研究や教育は、専門を学部で学修した後でのことを措定しているようにみえる。

学際的および課題解決に取り組む大学院に入ってから、あらゆる分野や課題の核心や潮流

に迫り、専門の価値や認識観の限界に直面しながらも、一人であるいは専門の異なる学生や

教員とともに超克し、分野融合あるいは連携を進める研究教育モデルが想定されている。た

だし、近年ではその前提を超えることになる。文理融合、学際的などを謳う学部の設立の増

加に伴い、学部時代から学際の一端を触れ、高い専門性を大学院で得る、あるいは、大学院

で学際的な大学院で研究することも珍しくない。さらには高等学校において、授業の一環とし

て課題解決型・文理融合型の研究に取り組む学校、また、高大連携の一環として研究の進め

方に関して学生が授業依頼を受ける事例も見られる。この動きやニーズがある中で、改めて

専門とは何か？という学的制度の転回に向き合う。これは、第 1 の転回の背景に呼応し、学

際的および課題解決を志す学生は災害や難民などのテーマ自体が専門であって、具体的な

専門の知識や分析技術自体の見通しが立ちづらいという課題にもつながりうる。 


